
部品名称及びプラスチック、金属の材質と耐熱温度

ツマミ・フタ

上ナット

ロッド

穴の開いた上板
（フィルター押さえ）

網

下板

ガラス本体
耐熱ガラス

ロッド・ストレーナー
ステンレス鋼

バンド・ネジ
 ステンレス鋼

取っ手

品質表示
品名：耐熱ガラス製器具　
使用区分：熱湯用　　
耐熱温度差：120℃　

■耐熱温度差と耐熱温度は異なります。
耐熱温度差とは、高温にしたガラスを
水中に投入し急冷させたとき、
破損に耐えうる温度差のことです。

本体：タイ製　　取っ手：日本製　
ストレーナー（網含む）：中国製

※耐熱ガラスは熱に強いガラスで、
　衝撃に強いガラスではありません。
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ストレーナーの詳細図

※先端がネジに
　なっています。

■組み立て時は上ナットが
　しっかり締まっているか
　ご確認下さい。

ポリプロピレン　
耐熱温度120℃

ABS樹脂
耐熱温度80℃

取扱い上の注意
●火にかけないで下さい。
●調理の時は外側の水滴をぬぐい、途中で
　差し水をする時は冷水の使用をさけ、
　またガラスの部分が熱くなっている時は
　ぬれた布でふれたり、ぬれたところに置か
　ないで下さい。
●空だきをしないで下さい。
●洗う時は、研磨剤入りナイロンたわし、
　金属たわしやクレンザーなどを使用
　しないで下さい。
●使用区分以外には使用しないで下さい。
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おいしい紅茶・コーヒーの作り方

1. あらかじめガラスを温めておき、
　 中に人数分の茶葉をいれます。
　 （紅茶：1人分約２～3g）
　 （コーヒー：1人分約7g）
　 人数が多い場合は１人分の分量を
　 少なめにします。
　 （紅茶６人分の場合は約12～15g）

2. 沸騰したお湯を人数分（1人分約150ml） 
　 注ぎ、フタをセットして葉が開くまで
　 待ちます。（約3分）
　 コーヒーの場合は90℃程度が適切です。　　　　　　

3. 時間が経ったら、フタを軽く押さえ、
　 ツマミをゆっくり押し下げればおい
　 しい紅茶の出来上がりです。
　 ※ツマミの押し下げ具合や茶葉、
　 コーヒー粉の挽き具合等によって茶葉等が
　 漏れることがあります。
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●ご使用の前にガラスの縁や注ぎ口にヒビ、カケ等ないか
　ご確認下さい。（洗浄時のケガ防止のため）
●ガラスにヒビ、カケ、強いスリ傷の入ったものは、
　思わぬ時に破損することがありますので使用しないで下さい。
●ガラスは割れやすいものです。洗浄やご使用時は
　ていねいにお取扱い下さい。
        　洗浄する場合は、やわらかいスポンジに中性洗剤を
お使い下さい。研磨剤入りナイロンたわし、金属たわしや
粒子の粗いクレンザー等を使用しますとガラスが傷つき、
破損する原因となるので使用しないで下さい。
●汚れのひどい時は、台所用漂白剤等をお使い下さい。
●力をいれて縁を持ち、ひねり洗いをすると、破損して
　思わぬケガをすることがありますのでご注意下さい。
●スプーン等固いもので強くたたいたり、ぶつけたり
　しないで下さい。傷がつき破損する原因となります。
●ガラス製品は破損すると鋭利な破片となります。破片は充分注意して
　お取扱い下さい。
●廃棄する時は、ガラスびんのリサイクルに混入しないで下さい。
　（ガラス成分が異なるため）

取扱い上の注意
＜ガラス取扱い時の注意＞  

＜ご使用時の注意＞  

＜食器洗い乾燥機についての注意＞

　　　　直火、オーブン、電子レンジ等の加熱器具や暖房器具では加熱し
ないで下さい。破損や火傷の原因となります。
●ハンドルのネジがゆるんだ場合は、しめ直してからご使用下さい。
　ゆるんだままでは使用しないで下さい。
●コーヒーやお茶類のポットとしての用途以外は使用しないで下さい。
●熱湯を使用するのでお子様は、使用しないで下さい。

●食器洗い乾燥機で使わないで下さい。

ヒビ

カケ

目盛は約150mlづつになっています。


